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2

ま
え
が
き

　
宝
塚
歌
劇
と
聞
い
て
、
読
者
各
位
は
ど
ん
な
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
？

　
女
性
た
ち
だ
け
か
ら
成
る
劇
団
、
カ
ッ
コ
良
い
男
役
ス
タ
ー
、
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
、
電
飾
の
大お

お

階か
い

段だ
ん

、
羽
根
を
背
負
っ

た
き
ら
び
や
か
な
衣
装
…
…
。
本
拠
地
の
宝
塚
大
劇
場
や
、
東
京
・
日
比
谷
の
東
京
宝
塚
劇
場
周
辺
に
集
ま
る
お
揃
い

の
ウ
ェ
ア
の
女
性
フ
ァ
ン
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
に
公
演
を
観
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
三

〇
分
の
休
憩
時
間
を
は
さ
ん
で
三
時
間
の
う
ち
前
半
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
芝
居
、
後
半
が
シ
ョ
ー
の
二
本
立
て
が
基
本
で

あ
り
、
時
々
一
本
立
て
大
作
を
上
演
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
。

　
タ
カ
ラ
ヅ
カ
が
生
ま
れ
た
の
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）。
一
一
〇
年
に
な
ろ
う
と
す
る
歴
史
が
あ
る
。
創
設
当
初
の

呼
称
は
宝
塚
歌
劇
で
は
な
く
、
宝
塚
少
女

4

4

歌
劇
だ
っ
た
。
少
女
の
二
文
字
が
消
え
た
の
は
、
戦
争
の
影
が
色
濃
く
な
っ

て
き
た
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
だ
が
、『
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
ば
ら
』
が
日
本
列
島
を
席せ

つ

巻け
ん

し
た
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）

前
後
に
も
、
京
阪
神
の
阪
急
文
化
圏
外
の
地
方
（
三
重
県
四
日
市
市
）
の
小
学
生
だ
っ
た
筆
者
の
周
辺
の
大
人
や
同
級
生
た

ち
は
、
宝
塚
歌
劇
を
〝
少
女
歌
劇
〞
と
認
識
し
、
実
際
そ
う
呼
ん
で
い
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。

　
一
世
紀
以
上
も
昔
、
誕
生
し
た
ば
か
り
の
宝
塚
少
女
歌
劇
は
、
し
か
し
、
冒
頭
に
挙
げ
た
共
通
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く

異
な
る
も
の
だ
っ
た
。
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
や
大
階
段
や
羽
根
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
〝
レ
ビ
ュ
ー
〞
と
い
う
様
式

を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
移
植
し
て
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
現
在
と
違
い
人
気
が
あ
っ
た
の
は
娘
役
の
ほ
う
で
、
み
ん
な
娘
役

を
や
り
た
が
る
の
で
、
男
役
希
望
者
は
貴
重
だ
と
言
わ
れ
た
。
フ
ァ
ン
は
圧
倒
的
に
若
い
男
性
が
多
く
、
む
し
ろ
現
在
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3 ま
え
が
き

の
乃
木
坂
46
、
櫻
坂
46
、
日
向
坂
46
と
い
っ
た
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
人
気
と
ダ
ブ
る
。
一
公
演
は
基
本
五
本
立
て
で

あ
り
、
そ
し
て
何
よ
り
も
驚
く
の
は
、
結
婚
後
も
舞
台
に
立
っ
て
い
た
団
員
が
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
宝
塚
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
話
な
の
だ
が
、
宝
塚
の
団
員
は
女
性
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
未
婚
で
な
く

て
は
な
ら
ず
、
結
婚
す
る
時
は
退
団
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
宝
塚
の
団
員
は
「
生
徒
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
背
景

に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
に
分
離
さ
れ
る
ま
で
、
劇
団
と
学
校
が
一
体
だ
っ
た
こ
と
の
名
残

と
も
考
え
ら
れ
る
。
団
員
が
「
生
徒
」
な
の
で
、
演
出
家
は
「
先
生
」
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
処
女
性
は
、
宝

塚
が
宝
塚
た
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

　　
阪
急
電
鉄
の
前
身
で
あ
る
箕み

の

面お

有あ
り

馬ま

電
気
軌
道
の
梅
田
（
現
・
大
阪
梅
田
／

大
阪
市
）
〜
宝
塚
（
兵
庫
県
宝
塚
市
）
間
の
本
線
と
、
途
中
駅
の
石
橋
（
現
・
石
橋

阪
大
前
／
大
阪
府
池
田
市
）
か
ら
分
岐
し
て
紅
葉
と
滝
で
有
名
な
箕
面
（
大
阪
府

箕
面
市
）
に
向
か
う
支
線
が
開
通
し
た
の
は
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
だ
っ

た
。
乗
客
を
増
や
す
た
め
に
沿
線
の
開
発
が
進
め
ら
れ
、
宝
塚
本
線
の
池

田
に
分
譲
住
宅
地
、
箕
面
に
動
物
園
、
そ
し
て
宝
塚
に
新
温
泉
が
建
設
さ

れ
た
。

　
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
は
そ
の
名
の
通
り
、
当
初
箕
面
と
宝
塚
か
ら
有
馬

温
泉
（
兵
庫
県
神
戸
市
）
へ
の
延
伸
を
目
指
し
た
が
、
有
馬
ま
で
は
実
現
し
な

か
っ
た
。
日
帰
り
客
が
増
え
る
こ
と
を
危
惧
し
た
有
馬
温
泉
の
旅
館
か
ら

の
猛
反
対
が
あ
っ
た
と
い
う
説
と
、
当
時
の
技
術
で
は
宝
塚
〜
有
馬
間
の

集英社イ
ンタ ナ  194.0×1宝塚少女歌劇、はじまりの夢

仮 （ ）3

責了

宝塚新温泉正面。入り口上方に「宝温泉」の看板がある。
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4

険け
ん

阻そ

な
山
間
部
を
越
え
る
工
事
が
難
し
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
説
が
あ
る
。

な
お
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
が
阪
神
急
行
電
鉄
（
阪
急
）
と
改
称
す
る
の
は
大

正
七
年
（
一
九
一
八
）、
同
九
年
に
は
神
戸
本
線
、
一
〇
年
に
は
宝
塚
と
神
戸

本
線
の
西
宮
北
口
（
兵
庫
県
西
宮
市
）
と
を
結
ぶ
西さ

い

宝ほ
う

線
（
現
在
の
今
津
北
線
）
が

開
通
し
て
い
る
。

　
宝
塚
新
温
泉
は
駅
の
南
側
を
西
か
ら
東
に
流
れ
る
武む

庫こ

川が
わ

の
左
岸
に
建

設
さ
れ
た
。
筆
者
が
入
手
し
た
当
時
の
絵
葉
書
の
写
真
に
は
、
新
温
泉
本

館
入
り
口
に
「
宝
温
泉
」
と
い
う
看
板
が
見
え
る
。
新
温
泉
と
呼
ぶ
の
は
、

武
庫
川
右
岸
に
旧
来
の
温
泉
街
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ト
ル
コ
風
大
理

石
造
り
の
大
浴
室
が
設し

つ
ら

え
ら
れ
、
旧
温
泉
（
本
温
泉
と
も
呼
ぶ
）
と
は
一
線
を

画
し
て
い
た
が
、
旧
温
泉
が
ラ
ジ
ウ
ム
を
含
む
炭
酸
泉
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
新
温
泉
は
武
庫
川
の
水
を
沸
か
し
た
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
大
正
と
改
元
さ
れ
る
直
前
の
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
七
月
、
新
温
泉
敷

地
内
に
室
内
プ
ー
ル
を
メ
イ
ン
と
す
る
洋
風
の
娯
楽
施
設
「
パ
ラ
ダ
イ

ス
」
が
開
場
。
当
時
と
し
て
は
画
期
的
だ
っ
た
パ
ラ
ダ
イ
ス
水
泳
場
だ
っ

た
が
、
屋
内
で
温
水
設
備
が
な
か
っ
た
た
め
に
夏
で
も
水
が
冷
た
く
、
ま
た
当
時
は
男
女
が
一
緒
に
泳
ぐ
こ
と
も
禁
じ

ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
プ
ー
ル
は
失
敗
し
た
。

　
そ
れ
で
ど
う
し
た
も
の
か
と
考
え
て
、
思
い
つ
い
た
の
が
プ
ー
ル
に
板
を
張
っ
て
客
席
と
し
、
一
段
高
い
所
に
あ
っ

た
脱
衣
場
を
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
劇
場
に
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
劇
場
が
失
敗
し
た
ら
す
ぐ
に
プ
ー

ル
に
戻
す
と
い
う
心
積
も
り
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
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パラダイス水泳場での曲泳ぎのアトラクション。ちょっと寒そうである。

5 ま
え
が
き

　
こ
の
屋
内
プ
ー
ル
を
改
装
し
て
造
っ
た
〈
パ
ラ
ダ
イ
ス
劇
場
〉
で
、
宝
塚
少
女
歌
劇
の
第
一
回
公
演
が
上
演
さ
れ
た

の
が
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
で
あ
る
。

　
演
目
が
桃
太
郎
を
題
材
に
採
っ
た
『
ド
ン
ブ
ラ
コ
』
だ
っ
た
こ
と
は
ク
イ
ズ
番
組
の
ネ
タ
な
ど
に
も
な
っ
て
い
る
。

新
温
泉
自
体
が
乗
客
誘
致
の
方
便
で
あ
り
、
第
一
回
公
演
が
新
温
泉
で
客
寄
せ
の
た
め
に
開
催
さ
れ
た
《
婚
礼
博
覧

会
》
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
観
劇
料
は
タ
ダ
。
早
い
話
が
湯
治
気
分
で
気
軽
に
観
ら
れ
る
余
興
だ
っ

た
の
だ
。
宝
塚
少
女
歌
劇
の
前
身
は
三
越
百
貨
店
の
「
少
年
音
楽
隊
」
を
ヒ
ン
ト
に
第
一
回
公
演
の
前
年
、
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
七
月
に
結
成
さ
れ
た
「
宝
塚
唱
歌
隊
」
だ
っ
た
が
、
歌
劇
の
上
演
を
目
指
し
て
そ
の
年
の
一
二
月
に
「
宝

塚
少
女
歌
劇
養
成
会
」
と
改
称
さ
れ
た
こ
と
が
、
宝
塚
一
〇
〇
年
の
い
で
き
始
め

4

4

4

4

4

と
な
っ
た
。

　「
歌
劇
」
と
い
う
月
刊
誌
が
あ
る
。
歌
劇
と
言
え
ば
世
間
一
般
に
は
オ
ペ
ラ
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
言
う
歌
劇
と
は
取

り
も
直
さ
ず
宝
塚
歌
劇
の
こ
と
で
あ
る
。
タ
カ
ラ
ヅ
カ
の
P
R
誌
と
し
て
、「
歌
劇
」
は
劇
場
内
の
シ
ョ
ッ
プ
の
み
な

ら
ず
、
阪
急
駅
構
内
の
売
店
や
一
般
の
書
店
で
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。
創
刊
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
八
月
で
、
昭
和

一
五
年
（
一
九
四
〇
）
か
ら
戦
時
中
は
休
刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
に
復
刊
し
、
平
成
二
一

年
（
二
〇
〇
九
）
一
月
号
で
通
算
一
〇
〇
〇
号
を
達
成
、
令
和
の
今
日
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。

「
歌
劇
」
を
創
刊
し
た
の
は
小
林
一い

ち

三ぞ
う

（
一
八
七
三
〜
一
九
五
七
）
だ
っ
た
。

　
小
林
は
阪
急
東
宝
グ
ル
ー
プ
（
現
・
阪
急
阪
神
東
宝
グ
ル
ー
プ
）
の
創
始
者
で
あ
り
、
宝
塚
歌
劇
の
生
み
の
親
で
あ
り
、
創

生
期
の
宝
塚
音
楽
歌
劇
学
校
の
校
長
で
あ
る
。
小
林
の
業
績
は
あ
ま
り
に
も
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
と
て
も
こ
こ
に
す

べ
て
を
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
池
田
の
分
譲
地
も
、
箕
面
の
動
物
園
も
、
宝
塚
の
新
温
泉
も
、
小
林
の
偉
業
の
ほ
ん

の
一
部
で
あ
る
。
も
と
も
と
文
学
青
年
で
、
慶
應
義
塾
在
学
中
に
新
聞
に
小
説
を
連
載
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
小
林
に

と
っ
て
、「
歌
劇
」
は
忙
中
閑
の
道
楽
と
い
う
一
面
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
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少
女
歌
劇
の
第
一
回
公
演
が
上
演
さ
れ
た

の
が
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
で
あ
る
。

　
演
目
が
桃
太
郎
を
題
材
に
採
っ
た
『
ド
ン
ブ
ラ
コ
』
だ
っ
た
こ
と
は
ク
イ
ズ
番
組
の
ネ
タ
な
ど
に
も
な
っ
て
い
る
。

新
温
泉
自
体
が
乗
客
誘
致
の
方
便
で
あ
り
、
第
一
回
公
演
が
新
温
泉
で
客
寄
せ
の
た
め
に
開
催
さ
れ
た
《
婚
礼
博
覧

会
》
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
観
劇
料
は
タ
ダ
。
早
い
話
が
湯
治
気
分
で
気
軽
に
観
ら
れ
る
余
興
だ
っ

た
の
だ
。
宝
塚
少
女
歌
劇
の
前
身
は
三
越
百
貨
店
の
「
少
年
音
楽
隊
」
を
ヒ
ン
ト
に
第
一
回
公
演
の
前
年
、
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
七
月
に
結
成
さ
れ
た
「
宝
塚
唱
歌
隊
」
だ
っ
た
が
、
歌
劇
の
上
演
を
目
指
し
て
そ
の
年
の
一
二
月
に
「
宝

塚
少
女
歌
劇
養
成
会
」
と
改
称
さ
れ
た
こ
と
が
、
宝
塚
一
〇
〇
年
の
い
で
き
始
め

4

4

4

4

4

と
な
っ
た
。

　「
歌
劇
」
と
い
う
月
刊
誌
が
あ
る
。
歌
劇
と
言
え
ば
世
間
一
般
に
は
オ
ペ
ラ
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
言
う
歌
劇
と
は
取

り
も
直
さ
ず
宝
塚
歌
劇
の
こ
と
で
あ
る
。
タ
カ
ラ
ヅ
カ
の
P
R
誌
と
し
て
、「
歌
劇
」
は
劇
場
内
の
シ
ョ
ッ
プ
の
み
な

ら
ず
、
阪
急
駅
構
内
の
売
店
や
一
般
の
書
店
で
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。
創
刊
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
八
月
で
、
昭
和

一
五
年
（
一
九
四
〇
）
か
ら
戦
時
中
は
休
刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
に
復
刊
し
、
平
成
二
一

年
（
二
〇
〇
九
）
一
月
号
で
通
算
一
〇
〇
〇
号
を
達
成
、
令
和
の
今
日
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。

「
歌
劇
」
を
創
刊
し
た
の
は
小
林
一い

ち

三ぞ
う

（
一
八
七
三
〜
一
九
五
七
）
だ
っ
た
。

　
小
林
は
阪
急
東
宝
グ
ル
ー
プ
（
現
・
阪
急
阪
神
東
宝
グ
ル
ー
プ
）
の
創
始
者
で
あ
り
、
宝
塚
歌
劇
の
生
み
の
親
で
あ
り
、
創

生
期
の
宝
塚
音
楽
歌
劇
学
校
の
校
長
で
あ
る
。
小
林
の
業
績
は
あ
ま
り
に
も
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
と
て
も
こ
こ
に
す

べ
て
を
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
池
田
の
分
譲
地
も
、
箕
面
の
動
物
園
も
、
宝
塚
の
新
温
泉
も
、
小
林
の
偉
業
の
ほ
ん

の
一
部
で
あ
る
。
も
と
も
と
文
学
青
年
で
、
慶
應
義
塾
在
学
中
に
新
聞
に
小
説
を
連
載
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
小
林
に

と
っ
て
、「
歌
劇
」
は
忙
中
閑
の
道
楽
と
い
う
一
面
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
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現
在
池
田
文
庫
で
は
、
雄ゆ

う

松し
よ
う

堂ど
う

出
版
刊
の
復
刻
版
（
一
九
九
七
〜
一
九
九
九
）
を
含
め
て
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
八
月

発
行
の
創
刊
号
か
ら
令
和
の
最
新
号
ま
で
「
歌
劇
」
の
全
号
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
旧
漢
字
・
旧
仮
名
遣
い
は
と
も

か
く
、
当
て
字
や
見
た
こ
と
も
な
い
異
体
字
が
並
ぶ
。
そ
れ
に
加
え
て
頻
出
す
る
誤
植
、
も
っ
て
回
っ
た
言
い
回
し
も

あ
り
、
と
に
も
か
く
に
も
創
生
期
の
「
歌
劇
」
は
読
み
づ
ら
い
こ
と
甚は

な
は

だ
し
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
じ
っ
く
り
と
丹

念
に
読
ん
で
い
る
と
、
こ
の
時
代
―
大
正
と
い
う
時
代
の
文
化
や
生
活
が
細
微
に
至
る
ま
で
色
鮮
や
か
に
蘇
っ
て
く

る
。

　　
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
日
本
に
お
け
る
オ
ペ
ラ
の
歴
史
に
つ
い
て
簡
単
に
さ
ら
っ
て
お
こ
う
。

　
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
に
東
京
に
帝
国
劇
場
が
開
場
、
歌
劇
部
が
開
設
さ
れ
、
の
ち
に
日
本
初
の
国
際
的
歌
手
と

な
る
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
三
浦
環た

ま
き（

一
八
八
四
〜
一
九
四
六
／
当
時
は
柴
田
環
）
ら
に
よ
る
マ
ス
カ
ー
ニ
の
『
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
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「歌劇」。イラストはいずれも当時宝塚に籍を
置いていた森田久（ひさし）によるもの。

7 ま
え
が
き

ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
』
が
部
分
上
演
さ
れ
た
。

　
イ
タ
リ
ア
出
身
の
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ー
オ
・
ロ
ー
シ
ー
（
一
八
六
七
〜
一
九
四
〇
）
を
指
導
者
と
し
て
招し

よ
う

聘へ
い

。

『
天
国
と
地
獄
』『
セ
ヴ
ィ
リ
ア
の
理
髪
師
』『
ボ
ッ
カ
チ
オ
』『
魔
笛
』『
椿
姫
』
な
ど
を
上
演
し
た
が
、
評
判
は
い
ま

一
つ
で
経
済
的
に
も
破
綻
し
、
帝
劇
歌
劇
部
は
創
設
か
ら
わ
ず
か
三
年
で
解
散
し
て
し
ま
う
。

　
ロ
ー
シ
ー
は
私
財
を
投
げ
打
っ
て
、
赤
坂
に
ロ
ー
ヤ
ル
館
と
い
う
歌
劇
場
を
開
設
。
団
員
に
は
バ
リ
ト
ン
歌
手
の
清

水
金
太
郎
（
一
八
八
九
〜
一
九
三
二
）、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
原
信
子
（
一
八
九
三
〜
一
九
七
九
）
ら
帝
劇
オ
ペ
ラ
出
身
者
を
は
じ
め
、

テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
田た

谷や

力り
き

三ぞ
う

（
一
八
九
九
〜
一
九
八
八
）
も
こ
こ
か
ら
デ
ビ
ュ
ー
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
興
行
的
に
立
ち
行
か

ず
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
ロ
ー
シ
ー
は
失
意
の
う
ち
に
日
本
を
去
っ
た
。

　
そ
の
帝
劇
出
身
者
や
ロ
ー
ヤ
ル
館
の
参
加
者
が
立
ち
上
げ
た
の
が
、
今
も
語
り
継
が
れ
る
「
浅
草
オ
ペ
ラ
」（
一
九
一

七
〜
一
九
二
三
）
で
あ
る
。
高
尚
な
芸
術
を
目
指
し
、
頑
と
し
て
入
場
料
金
を
下
げ
な
か
っ
た
ロ
ー
ヤ
ル
館
の
反
省
に
立

っ
て
、
浅
草
オ
ペ
ラ
は
徹
底
し
た
通
俗
化
と
低
料
金
化
を
図
り
、
若
者
た
ち
の
間
に
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
。
劇

場
周
辺
に
は
オ
ペ
ラ
に
熱
中
し
、
女
優
を
追
い
掛
け
回
す
〝
ペ
ラ
ゴ
ロ
〞
が
跋ば

つ

扈こ

す
る
。
ペ
ラ
ゴ
ロ
と
は
、
オ
ペ
ラ
の

ジ
ゴ
ロ
の
意
と
も
オ
ペ
ラ
の
ゴ
ロ
ツ
キ
の
略
と
も
言
わ
れ
る
。

「
恋
は
や
さ
し
野
辺
の
花
よ
」「
女
心
の
唄
」「
コ
ロ
ッ
ケ
の
唄
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
も
生
ま
れ
、
西
洋
音
楽
の
大
衆
化

に
大
い
に
貢
献
し
た
が
、
数
年
を
待
た
ず
に
浅
草
オ
ペ
ラ
は
爛ら

ん

熟じ
ゆ
く

を
通
り
越
し
て
、
次
第
に
頽
廃
の
色
を
深
め
て
い

っ
た
。

　　
そ
ん
な
折
、
大
阪

4

4

に
誕
生
し
た
の
が
宝
塚
少
女
歌
劇
だ
っ
た
。
宝
塚
は
今
も
当
時
も
兵
庫
県
だ
が
、
中
央
あ
る
い
は

全
国
か
ら
見
れ
ば
、
大
阪
み
た
い
な
も
ん

4

4

4

4

4

4

4

4

で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
「
宝
塚
」
を
発
見
し
た
〝
真
面
目
な
〞
オ
ペ

ラ
・
フ
ァ
ン
た
ち
は
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
少
女
歌
劇
に
惹
か
れ
た
。
こ
れ
こ
そ
が
自
分
た
ち
が
求
め
て
い
た
「
芸
術
」
で
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は
な
い
か
。
し
か
も
団
員
は
純
粋
無む

垢く

な
少
女
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
し
て
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
五
月
、
宝
塚
少
女
歌

劇
は
つ
い
に
帝
国
劇
場
で
第
一
回
東
京
公
演
を
挙
行
し
た
。「
歌
劇
」
の
創
刊
号
は
、
ま
さ
に
そ
の
時
機
を
捉
え
る
形

で
発
行
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　
今
日
宝
塚
歌
劇
は
「
娯
楽
」
で
あ
り
「
文
化
」
で
あ
る
が
、
創
生
期
の
宝
塚
少
女
歌
劇
は
、
言
わ
ば
娯
楽
以
前
の

「
余
興
」
と
、
文
化
を
超
え
た
「
芸
術
」
と
い
う
相
反
す
る
二
つ
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
が
、
宝
塚
少
女
歌
劇
は
大
正
時
代
に
す
で
に
抜
粋
・
短
縮
版
な
が
ら
も
『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
』『
マ

ル
タ
』『
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
』『
カ
ル
メ
ン
』『
椿
姫
』
な
ど
、
本
場
の
オ
ペ
ラ
に
次
々
と
挑
戦
し
て

い
る
。

　
創
生
期
の
「
歌
劇
」
に
は
、
著
名
人
か
ら
の
寄
稿
も
多
か
っ
た
。
創
刊
号
に
は
、「
武
庫
川
の
夕ゆ

う
べ」

と
題
し
た
与
謝

野
晶
子
（
一
八
七
八
〜
一
九
四
二
）
の
吟
詠
三
首
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

武
庫
川
の
板
の
橋
を
ば
ぬ
ら
す
な
り
河か

鹿じ
か

の
声
も
月
の
光
も

夕
風
は
浅
瀬
の
波
を
し
ろ
く
吹
き
山
を
ば
お
も
き
墨
い
ろ
に
吹
く

風
吹
け
ば
夜
の
川
波
に
早
が
き
の
文
字
か
く
灯
か
な
湯
の
窓
に
し
て

　
こ
の
う
ち
第
一
首
の
歌
碑
が
武
庫
川
の
右
岸
、
フ
ラ
ン
ス
の
彫
刻
家
マ
ル
タ
・
パ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
S
字
型
の

宝ほ
う

来ら
い

橋
西
側
の
た
も
と
に
あ
る
。
小
林
が
自
宅
に
与
謝
野
鉄て

つ

幹か
ん

・
晶
子
夫
妻
を
招
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

　　
寄
稿
し
た
著
名
人
は
坪つ

ぼ

内う
ち

逍し
よ
う

遥よ
う

（
一
八
五
九
〜
一
九
三
五
）、
有あ

り

島し
ま

武た
け

郎お

（
一
八
七
八
〜
一
九
二
三
）、
小お

山さ

内な
い

薫か
お
る（

一
八
八
一
〜

一
九
二
八
）
…
…
と
枚ま

い

挙き
よ

に
い
と
ま
が
な
い
。
若
き
日
の
今こ

ん

東と
う

光こ
う

（
一
八
九
八
〜
一
九
七
七
）、
演
芸
評
論
家
の
正
岡
容い

る
る（

一
九
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9 ま
え
が
き

〇
四
〜
一
九
五
八
）
も
連
載
を
持
っ
て
い
た
。
珍
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
千
里
眼
事
件
で
オ
カ
ル
ト
・
フ
ァ
ン
に
は
有
名
な

超
心
理
学
者
の
福ふ

く
ら
い
と
も
き
ち

来
友
吉
（
一
八
六
九
〜
一
九
五
二
）
や
「
お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ
」
シ
リ
ー
ズ
を
翻
訳
し
た
光み

つ
よ
し吉

夏
弥
（
一
九

〇
四
〜
一
九
八
九
）
の
名
前
も
見
え
る
。

　
文
筆
家
以
外
に
も
洋
画
家
・
小こ

出い
で

楢な
ら

重し
げ

（
一
八
八
七
〜
一
九
三
一
）
の
私
信
や
、
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
八
月
か
ら
翌
年

二
月
に
か
け
て
洋
行
し
て
い
た
山
田
耕
筰
（
一
八
八
六
〜
一
九
六
五
）
が
、
七
年
間
に
わ
た
っ
て
書
き
溜
め
て
い
た
ス
コ
ア

を
紛
失
し
現
地
で
演
奏
会
を
開
け
な
か
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
ま
た
サ
ン
＝

サ
ー
ン
ス
（
一
八
三
五
〜
一
九
二
一
）
の

訃
報
を
受
け
て
、
晩
年
の
サ
ン
＝

サ
ー
ン
ス
邸
を
訪
ね
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
聴
か
せ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
徳
川
頼よ

り

貞さ
だ

（
一
八
九
二
〜
一
九
五
四
）
の
手
記
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　　
常
連
寄
稿
者
の
中
に
青あ

お

柳や
ぎ

有ゆ
う

美び

（
一
八
七
三
〜
一
九
四
五
）
と
い
う
畸き

才さ
い

が
い
る
。
本
名
は
猛た

け
し。

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
は

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
随
筆
家
、
牧
師
」
と
だ
け
あ
る
が
、
青
柳
の
遍
歴
を
記
す
だ
け
で
評
伝
が
一
冊
書
け
る
ほ
ど
で

あ
る
。
同
志
社
普
通
学
校
を
卒
業
後
、
女
学
校
で
英
語
と
倫
理
を
教
え
、
中
学
校
で
も
教
鞭
を
執
り
、
新
聞
記
者
を
や

り
、
主
筆
も
務
め
、
雑
誌
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
一
時
は
タ
バ
コ
屋
を
営
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、

電
力
会
社
の
社
員
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
著
書
が
発
禁
処
分
を
食
ら
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
雑
誌
「
女
の
世
界
」
の
記
者
と
し
て
、
オ
ペ
ラ
歌
手
・
原
信
子
（
一
八
九
三
〜
一
九
七
九
）
の
自
宅
に
取
材
で
訪
問
し
た

際
に
は
、
隣
室
で
聞
い
て
い
た
原
の
母
が
「
之こ

れ

ま
で
随
分
い
ろ
い
ろ
沢
山
の
人
が
訪
ね
て
こ
ら
れ
た
が
、
青
柳
さ
ん

の
や
う
に
、
あ
ん
な
に
能よ

く
音
楽
の
事
に
就つ

い

て
調
べ
て
為い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
は
無
か
っ
た
」
と
驚
嘆
し
て
い
た
と
原
自

身
が
述
懐
し
て
い
る
（
大
正
一
一
年
一
二
月
号
「『
ペ
ッ
オ
ル
ド
夫
人
論
』
を
読
ん
で
」）。

「
歌
劇
」
へ
の
寄
稿
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
四
七
歳
の
時
か
ら
で
あ
る
。
現
在
も
続
く
読
者
投
稿
欄
の
「
高こ

う

声せ
い

低て
い

声せ
い

」
に
は
毎
号
の
よ
う
に
質
・
量
と
も
に
他
を
圧
す
る
原
稿
を
寄
せ
、
生
徒
の
こ
と
も
ズ
ケ
ズ
ケ
と
批
評
、
こ
れ
に
反
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懐
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1 0

発
す
る
若
い
投
稿
者
に
対
し
い
さ
さ
か
も
引
き
下
が
る
こ
と
な
く
遠
慮
な
く
論ろ

ん

駁ば
く

し
た
の
で
、
同
欄
は
毎
号
の
よ
う
に

炎
上
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
罵
倒
合
戦
が
絶
え
ず
、
無
難
な
投
稿
し
か
採
用
さ
れ
な
い
今
日
か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
当
時

の
「
高
声
低
声
」
だ
っ
た
が
、
熱
心
な
議
論
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。「
高
声
低
声
」
だ
け
で
な
く
小
林

校
長
を
は
じ
め
、
先
生
と
呼
ば
れ
る
作
・
演
出
家
や
学
校
内
の
ス
タ
ッ
フ
、
外
部
の
有
識
者
か
ら
の
寄
稿
、
生
徒
ら
の

手
記
に
よ
り
、
映
像
で
は
残
り
得
な
か
っ
た
光
景
、
時
代
の
熱
気
や
息
遣
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
劇
場
内
部
の
様
子
、

フ
ァ
ン
の
気
質
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
、
関
東
大
震
災
前
後
の
東
京
や
地
方
都
市
の
風
景
、
少
女
た
ち
の
日
常
│
。

　
本
書
で
は
、
創
生
期
の
「
歌
劇
」
の
「
高
声
低
声
」
を
は
じ
め
と
す
る
投
稿
や
他
の
記
事
か
ら
、
学
術
的
ア
プ
ロ
ー

チ
で
は
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
よ
う
な
小
ネ
タ
を
、
出
来
る
限
り
つ
ぶ
さ
に
す
く
い
取
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宝
塚
少
女
歌
劇
と
い
う
現
象
を
超
え
て
、
わ
ず
か
一
〇
〇
年
前
の
明
治
と
昭
和
に
挟
ま
れ
た
大
正

と
い
う
時
代
そ
の
も
の
が
見
え
て
く
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
本
文
中
特
に
断
り
書
き
の
な
い
限
り
、
引
用
は
「
高
声
低
声
」
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
書
体
を
変
え
て
記
し
た
引
用

部
分
は
当
時
の
文
体
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
た
め
に
、
明
ら
か
な
誤
字
や
誤
植
を
除
き
、
旧
仮
名
遣
い
・
当
て
字
・
現
代

と
は
異
な
る
送
り
仮
名
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。
た
だ
し
旧
漢
字
や
異
体
字
は
新
漢
字
に
改
め
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し

て
句
読
点
を
整
理
し
、
適
宜
補
っ
た
。
ま
た
難
読
と
思
わ
れ
る
漢
字
に
は
ル
ビ
を
施
し
、
促
音
、
拗
音
は
小
文
字
表
記

に
修
正
、
強
調
の
た
め
に
原
文
に
は
な
い
傍
点
を
付
し
た
箇
所
も
あ
る
。
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
、
現
在
一
般
に
用
い

ら
れ
て
い
る
表
記
を
採
っ
た
。

　
引
用
の
中
に
は
現
代
の
感
覚
で
は
ど
う
か
と
思
わ
れ
る
表
現
や
内
容
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
当
時
の
空
気
を
映
す
も
の

と
し
て
何な

に

卒と
ぞ

ご
理
解
を
賜
り
た
い
。
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宝
塚
の
前
風
景

私
が
最
初
宝
塚
を
知
っ
た
の
は
幼
年
時
代
で
、
あ
る
年
の
秋
、
三さ

ん

田だ

へ
茸
狩
の
帰
途
に
立
寄
っ
た
。
当
時
は
ま

だ
電
車
は
通
じ
て
ゐ
な
い
で
、
無
論
新
温
泉
は
お
ろ
か
、
現
今
の
彼か

な
た方

河
岸
の
旧
温
泉
が
あ
っ
た
き
り
で
、
温

泉
宿
も
隧ず

い

道ど
う

式
入
口
の
分ふ

ん
ど
う銅

屋
が
あ
っ
た
の
み
。
幅
の
狭
い
木
橋
が
危
ぶ
な
げ
に
山
峡
ら
し
く
、
今
と
変
ら
な

い
磧

か
わ
ら

に
か
か
っ
て
ゐ
た
こ
と
を
記
憶
す
る
。 

（
大
正
一
三
年
八
月
号
「
吾
𠮟
譜
」
寺
川
信
）

「
歌
劇
」
に
描
写
さ
れ
た
明
治
末
か
ら
大
正
初
め
に
か
け
て
の
宝
塚
界
隈
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。
筆
者
の
寺
川
は
、

「
歌
劇
」
の
編
集
を
小
林
か
ら
引
き
継
い
だ
初
代
編
集
長
。
阪
急
社
員
で
短
歌
や
俳
句
を
嗜た

し
なむ

文
人
だ
っ
た
。「
歌
劇
」

の
編
集
担
当
は
そ
の
後
、
演
出
家
と
し
て
宝
塚
の
礎

い
し
ず
え

を
築
い
た
堀ほ

り

正せ
い

旗き

（
一
八
九
五
〜
一
九
五
三
）、
の
ち
に
「
婦
人
画

報
」
の
編
集
長
と
な
り
、
戦
後
日
劇
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
な
っ
た
丸ま

る

尾お

長ち
よ
う

顕け
ん

（
一
九
〇
一
〜
一

九
八
六
）
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
が
寄
せ
ら
れ
た
時
点
で
は
、
三
代
目
の
丸
尾
が
編
集
を
担
っ
て

い
た
。

　
•
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）　
阪は

ん

鶴か
く

鉄
道
（
現
・
J
R
福
知
山
線
）
の
宝
塚
駅
開
業

　
•
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）　
阪
鶴
鉄
道
の
三
田
駅
開
業

　
•
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）　
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
（
現
・
阪
急
電
鉄
）
の
宝
塚
駅
開
業

　
•
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）　
宝
塚
新
温
泉
の
開
場

　
宝
塚
の
さ
ら
に
奥
、
三
田
駅
（
兵
庫
県
三
田
市
）
の
開
業
は
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
の
一
月
。
い
っ
ぽ
う
箕
面
有
馬
電

気
軌
道
の
開
通
は
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
の
三
月
を
待
た
ね
ば
な
ら
ず
、
寺
川
少
年
が
汽
車
に
乗
っ
て
キ
ノ
コ
狩
り
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1 9 第

1
章

パ
ラ
ダ
イ
ス

劇
場
と

公
会
堂
劇
場

に
出
か
け
た
の
は
、
明
治
三
二
年
か
ら
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
ま
で
の
秋
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
エ
ッ
セ
イ
の

内
容
を
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

　
分
銅
屋
は
橋
を
渡
っ
て
武
庫
川
右
岸
の
旧
温
泉
街
に
あ
っ
た
料
理
旅
館
で
あ
る
。
通
り
の
南
側
の
城
郭
の
よ
う
な
石

垣
の
上
に
木
造
二
階
建
て
の
建
物
が
あ
り
、
旅
館
内
に
入
る
た
め
に
は
ア
ー
チ
型
の
小
さ
な
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
る
必
要

が
あ
っ
た
。
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
ま
で
営
業
し
て
い
た
よ
う
だ
。
現
在
同
地
に
は
新
し
い
石
垣
が
組
ま
れ
、
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
に
分
銅
屋
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
石
組
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
幅
の
狭
い
木
橋
と
い
う
の
は
蓬ほ

う

萊ら
い

橋ば
し

だ
ろ
う
。
初
代
の
橋
は
一
本
足
の
橋
脚
が
細
い
橋
桁げ

た

を
支
え
て
い
た
。
明
治
三

六
年
（
一
九
〇
三
）
発
行
の
『
宝
塚
温
泉
案
内
』
の
口
絵
写
真
に
既
に
「
宝
来
橋
」
の
表
記
が
見
え
る
。

　
キ
ノ
コ
狩
り
の
数
年
後
、
寺
川
は
新
温
泉
で
開
催
さ
れ
た
大
阪
新
報
主
催
の
子
規
十
三
忌
（
一
九
一
四
）
の
句
会
に
参

加
し
て
い
る
。
宝
塚
の
停
留
所
（
電
車
の
駅
。
当
時
は
汽
車
は
駅
、
電
車
は
停
留
所
と
区
別
し
て
い
た
）
か
ら
温
泉
ま
で
の
道
に
人
家

は
一
軒
も
な
か
っ
た
。

　

そ
の
時
は
、
新
温
泉
は
現
在
の
浴
場
だ
け
の
建
物
が
あ
っ
て
、
そ
の
横
に
別
棟
で
小
舎
が
け
の
舞
台
附
の
納
涼

場
が
当
日
の
会
場
に
な
っ
て
ゐ
た
（
略
）
パ
ラ
ダ
イ
ス
が
建
ち
、
室
内
遊
泳
場
が
出
来
て
、
其そ

処こ

に
少
女
歌
劇
が

開
か
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
又
二
、
三
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。 

（
同
前
）

　　
新
温
泉
内
で
は
お
み
や
げ
用
の
絵
は
が
き
も
売
っ
て
い
た
。
正
岡
子
規
の
十
三
回
忌
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
で
あ

り
、
こ
の
年
の
四
月
、
室
内
プ
ー
ル
を
改
築
し
て
造
っ
た
パ
ラ
ダ
イ
ス
劇
場
で
宝
塚
少
女
歌
劇
第
一
回
公
演
が
開
催
さ

れ
て
い
る
の
で
、「
子
規
十
三
回
忌
の
二
〜
三
年
後

4

4

4

4

4

に
パ
ラ
ダ
イ
ス
や
室
内
遊
泳
場
が
で
き
た
」
と
い
う
寺
川
の
記
憶

は
正
し
く
な
い
。
新
温
泉
の
開
場
は
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
五
月
一
日
、
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
オ
ー
プ
ン
は
翌
年
明
治
四
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の
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で
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し
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よ
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だ
。
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、
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と
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る
が
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一
部
に
分
銅
屋
時
代
の
も
の
と
思
わ
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る
石
組
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
幅
の
狭
い
木
橋
と
い
う
の
は
蓬ほ

う
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い
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し
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。
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の
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は
一
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足
の
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が
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い
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を
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（
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）
発
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の
『
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案
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』
の
口
絵
写
真
に
既
に
「
宝
来
橋
」
の
表
記
が
見
え
る
。

　
キ
ノ
コ
狩
り
の
数
年
後
、
寺
川
は
新
温
泉
で
開
催
さ
れ
た
大
阪
新
報
主
催
の
子
規
十
三
忌
（
一
九
一
四
）
の
句
会
に
参

加
し
て
い
る
。
宝
塚
の
停
留
所
（
電
車
の
駅
。
当
時
は
汽
車
は
駅
、
電
車
は
停
留
所
と
区
別
し
て
い
た
）
か
ら
温
泉
ま
で
の
道
に
人
家

は
一
軒
も
な
か
っ
た
。

　

そ
の
時
は
、
新
温
泉
は
現
在
の
浴
場
だ
け
の
建
物
が
あ
っ
て
、
そ
の
横
に
別
棟
で
小
舎
が
け
の
舞
台
附
の
納
涼

場
が
当
日
の
会
場
に
な
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て
ゐ
た
（
略
）
パ
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ダ
イ
ス
が
建
ち
、
室
内
遊
泳
場
が
出
来
て
、
其そ

処こ

に
少
女
歌
劇
が

開
か
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
又
二
、
三
年
後
の
こ
と
で
あ
る
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（
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前
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新
温
泉
内
で
は
お
み
や
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用
の
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は
が
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も
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て
い
た
。
正
岡
子
規
の
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三
回
忌
は
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正
三
年
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一
九
一
四
）
で
あ

り
、
こ
の
年
の
四
月
、
室
内
プ
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ル
を
改
築
し
て
造
っ
た
パ
ラ
ダ
イ
ス
劇
場
で
宝
塚
少
女
歌
劇
第
一
回
公
演
が
開
催
さ

れ
て
い
る
の
で
、「
子
規
十
三
回
忌
の
二
〜
三
年
後

4

4

4

4

4

に
パ
ラ
ダ
イ
ス
や
室
内
遊
泳
場
が
で
き
た
」
と
い
う
寺
川
の
記
憶

は
正
し
く
な
い
。
新
温
泉
の
開
場
は
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
五
月
一
日
、
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ラ
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ス
の
オ
ー
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は
翌
年
明
治
四
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五
年
（
一
九
一
二
）
七
月
一
日
で
あ
る
。

　

歌
劇
が
開

ひ
ら
か

れ
る
迄ま

で

に
私
は
一
度
、
私
の
翻
訳
の
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ1
＊

の
「
父
」
を
近
代
劇
協
会
の
一
部
の
人
々
、

神
林
、
宇
田
、
日
比
、
岩
崎
君
等ら

が
上
場
す
る
と
い
ふ
の
で
、
あ
る
夏
の
夜
に
訪
ね
て
来
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の

年
の
末
頃
に
、
淡
桃
色
の
地
に
胡
蝶
の
羽
根
を
ひ
ろ
げ
た
や
う
な
、
少
女
の
舞
姿
の
写
真
を
印
刷
さ
れ
た
ポ
ス

タ
ー
を
街
上
の
軒
々
で
見
か
け
た
の
で
あ
る
。 

（
同
前
）

　　
少
女
歌
劇
以
前
に
、
新
劇
の
近
代
劇
協
会
が
翻
訳
劇
を
新
温
泉
で
上
演
し
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
興
味
深
い
。

大
阪
か
ら
の
入
浴
客
誘
致
が
目
的
な
の
で
、
新
温
泉
で
の
余
興
は
「
大
阪
に
は
な
い
も
の
」
と
い
う
の
が
第
一
条
件
だ

っ
た
。
新
温
泉
開
場
時
に
は
、
名
古
屋
か
ら
西
川
石
松
一
門
の
「
名
古
屋
踊
り
」
を
招
聘
し
て
、
二
週
間
ほ
ど
公
演
を

行
っ
た
が
（
大
正
一
三
年
一
一
月
号
「
宝
塚
ペ
ラ
ゴ
ア
読
本
（
五
）」
青
柳
有
美
）、
新
温
泉
オ
ー
プ
ン
前
の
印
刷
物
に
は
大
阪
南
地

（
い
わ
ゆ
る
大
阪
ミ
ナ
ミ
）
の
「
芦あ

し

辺べ

踊お
ど
り

」
の
告
知
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
活
動
写
真
な
ど
も
上
映
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

蝶
と
ダ
ル
マ
と
桃
太
郎

　
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
四
月
一
日
、
室
内
プ
ー
ル
を
改
造
し
た
パ
ラ
ダ
イ
ス
劇
場
で
、
宝
塚
少
女
歌
劇
第
一
回
公
演

開
催
。
演
目
は
歌
劇
『
ド
ン
ブ
ラ
コ
』
と
喜
歌
劇
『
浮う

か

れ
達だ

る

磨ま

』
と
ダ
ン
ス
『
胡
蝶
』、
他
に
器
楽
合
奏
や
舞
踊
が
付

い
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
前
年
の
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
七
月
、「
宝
塚
唱
歌
隊
」
第
一
期
生
と
し
て
高た

か

峰み
ね

妙た
え

子こ

・
雲く

も

井い

浪な
み

子こ

ら
一
六
名
が
、
一
一
月
に
第
二
期
生
と
し
て
篠し

の

原は
ら

浅あ
さ

茅じ

・
瀧た

き

川が
わ

末す
え

子こ

ら
四
名
が
採
用
さ
れ
た
。

　
一
二
月
に
は
歌
劇
の
上
演
を
目
指
し
、
宝
塚
唱
歌
隊
は
「
宝
塚
少
女
歌
劇
養
成
会
」
と
改
称
。
唱
歌
隊
の
指
導
の
た

め
夫
人
の
千
恵
子
と
共
に
招
か
れ
て
い
た
音
楽
家
の
安
藤
弘ひ

ろ
む

が
、
歌
や
ダ
ン
ス
を
習
っ
て
い
る
少
女
た
ち
を
見
た
小
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2 1 第

1
章

パ
ラ
ダ
イ
ス

劇
場
と

公
会
堂
劇
場

林
か
ら
「
歌
劇
が
や
れ
る
か
い
？
」
と
打
診
さ
れ
、「
出
来
ま
す
。
や
ら
せ
て
見
ま
せ
う
」
と
答
え
た
と
い
う
（
大
正
一

三
年
一
一
月
号
「
宝
塚
ペ
ラ
ゴ
ア
読
本
（
五
）」
青
柳
有
美
）。

「
歌
劇
」
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
の
八
月
創
刊
な
の
で
、
大
正
三
年
の
第
一
回
公
演
の
模
様
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
辿た
ど

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
創
刊
号
以
降
の
記
事
や
寄
稿
か
ら
、
か
な
り
具
体
的
に
そ
の
前
後
の
こ
と
は
窺う

か
が

い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
宝
塚
少
女
歌
劇
画
史
」
と
い
う
イ
ラ
ス
ト

（
森
田
ひ
さ
し
）
に
添
え
ら
れ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
拾
っ
て
み
よ
う
。

　
一

　
大
正
二
年
に
初
め
て
日
本
に
少
女
歌
劇
な
る
も
の
が
宝
塚
に
生
れ
た
。
読
ん
で
字
の
如
し
の
歌
劇
と
い
ふ
こ
と

か
ら
判
ら
な
か
っ
た
時
代
で
、
観
客
な
ん
て
も
の
は
皆
お
湯
か
ら
上
っ
て
の
休
み
場
所
位
に
心
得
て
、
寝
そ
べ

っ
て
ゐ
る
も
の
あ
れ
ば
、
小
児
の
寝
か
し
場
に
も
な
っ
て
。
日
本
名
物
の
宝
塚
少
女
歌
劇
も
、
生
れ
た
時
は
こ

ん
な
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
舞
台
は
一
生
懸
命
で
や
っ
て
ゐ
る
の
が
気
の
毒
な
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
、
あ
く
ま
で
も
温
泉
地
の
余
興
な
の
で
あ
る
。
同
年
四
月
号
の
「
高
声
低
声
」
に
は
、「
第
二
歌
劇
場
（
＝
パ
ラ

ダ
イ
ス
劇
場
）
の
畳
の
後
の
方
で
子
供
達
が
角す

も
う力

を
取
っ
た
り
、
寝
こ
ろ
ん
だ
り
し
て
ゐ
た
」
と
も
あ
る
。
椅
子
の
な
い

畳
敷
き
の
だ
だ
っ

4

4

4

広
い
平
場
だ
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
な
か
な
か
の
光
景
だ
。
正
面
席
の
床
に
は
、
縁へ

り

の
な
い
琉
球

表お
も
てが

敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
話
も
あ
る
。

　
二

　
管か

ん

絃げ
ん

合
奏
が
す
む
と
、
う
か
れ
だ
る
ま
と
い
ふ
の
が
幕
し
ま
ひ
に
な
っ
て
、
ダ
ン
ダ
ダ
ル
サ
ン
が
踊
り
出
す
、

こ
ん
な
コ
ー
ラ
ス
が
あ
っ
て
、
ダ
ル
マ
サ
ン
が
踊
り
出
す
。
何
の
事
は
な
い
棚
の
だ
る
ま
さ
ん
だ
っ
た
が
、
そ

れ
が
又
子
供
達
の
人
気
を
よ
ん
で
、
い
づ
れ
は
母
さ
ん
も
尻
を
す
ゑ
て
見
物
す
る
様
に
な
っ
た
。
毎
日
だ
る
ま
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1
章

パ
ラ
ダ
イ
ス

劇
場
と

公
会
堂
劇
場

林
か
ら
「
歌
劇
が
や
れ
る
か
い
？
」
と
打
診
さ
れ
、「
出
来
ま
す
。
や
ら
せ
て
見
ま
せ
う
」
と
答
え
た
と
い
う
（
大
正
一

三
年
一
一
月
号
「
宝
塚
ペ
ラ
ゴ
ア
読
本
（
五
）」
青
柳
有
美
）。

「
歌
劇
」
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
の
八
月
創
刊
な
の
で
、
大
正
三
年
の
第
一
回
公
演
の
模
様
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
辿た
ど

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
創
刊
号
以
降
の
記
事
や
寄
稿
か
ら
、
か
な
り
具
体
的
に
そ
の
前
後
の
こ
と
は
窺う

か
が

い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
宝
塚
少
女
歌
劇
画
史
」
と
い
う
イ
ラ
ス
ト

（
森
田
ひ
さ
し
）
に
添
え
ら
れ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
拾
っ
て
み
よ
う
。

　
一

　
大
正
二
年
に
初
め
て
日
本
に
少
女
歌
劇
な
る
も
の
が
宝
塚
に
生
れ
た
。
読
ん
で
字
の
如
し
の
歌
劇
と
い
ふ
こ
と

か
ら
判
ら
な
か
っ
た
時
代
で
、
観
客
な
ん
て
も
の
は
皆
お
湯
か
ら
上
っ
て
の
休
み
場
所
位
に
心
得
て
、
寝
そ
べ

っ
て
ゐ
る
も
の
あ
れ
ば
、
小
児
の
寝
か
し
場
に
も
な
っ
て
。
日
本
名
物
の
宝
塚
少
女
歌
劇
も
、
生
れ
た
時
は
こ

ん
な
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
舞
台
は
一
生
懸
命
で
や
っ
て
ゐ
る
の
が
気
の
毒
な
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
、
あ
く
ま
で
も
温
泉
地
の
余
興
な
の
で
あ
る
。
同
年
四
月
号
の
「
高
声
低
声
」
に
は
、「
第
二
歌
劇
場
（
＝
パ
ラ

ダ
イ
ス
劇
場
）
の
畳
の
後
の
方
で
子
供
達
が
角す

も
う力

を
取
っ
た
り
、
寝
こ
ろ
ん
だ
り
し
て
ゐ
た
」
と
も
あ
る
。
椅
子
の
な
い

畳
敷
き
の
だ
だ
っ

4

4

4

広
い
平
場
だ
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
な
か
な
か
の
光
景
だ
。
正
面
席
の
床
に
は
、
縁へ

り

の
な
い
琉
球

表お
も
てが

敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
話
も
あ
る
。

　
二

　
管か

ん

絃げ
ん

合
奏
が
す
む
と
、
う
か
れ
だ
る
ま
と
い
ふ
の
が
幕
し
ま
ひ
に
な
っ
て
、
ダ
ン
ダ
ダ
ル
サ
ン
が
踊
り
出
す
、

こ
ん
な
コ
ー
ラ
ス
が
あ
っ
て
、
ダ
ル
マ
サ
ン
が
踊
り
出
す
。
何
の
事
は
な
い
棚
の
だ
る
ま
さ
ん
だ
っ
た
が
、
そ

れ
が
又
子
供
達
の
人
気
を
よ
ん
で
、
い
づ
れ
は
母
さ
ん
も
尻
を
す
ゑ
て
見
物
す
る
様
に
な
っ
た
。
毎
日
だ
る
ま
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2 2

さ
ん
が
舞
台
の
上
で
は
ね
廻
っ
た
。

　
次
の
項
の
記
載
と
合
わ
せ
て
イ
ラ
ス
ト
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
正
し
け
れ
ば
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
四
月
の
第
一
回

公
演
以
前
に
、
パ
ラ
ダ
イ
ス
劇
場
で
は
管
弦
合
奏
や
演
目
の
一
つ
『
浮
れ
達
磨
』
が
試
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
浮
れ
達
磨
』
は
作
歌
（
作
詩
）
が
「
早
春
譜
」
の
吉よ

し

丸ま
る

一か
ず

昌ま
さ

、
作
曲
が
「
七
つ
の
子
」「
青
い
眼
の
人
形
」
の
本も
と

居お
り

長な
が

世よ

、
そ
し
て
振
り
付
け
が
七
代
目
松
本
幸
四
郎
。
宝
塚
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
は
な
い
。
敬
文
館
刊
の
『
う
か
れ
達

磨
』
に
は
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
白し

ろ

木き

屋
百
貨
店
の
少
女
歌
劇
団
に
よ
る
店
舗
内
余
興
場
で
の
試
演
の
写
真
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

　
少
女
た
ち
が
ダ
ル
マ
を
転
が
し
て
、
ダ
ル
マ
の
目
が
向
い
た
ほ
う
の
者
は
歌
や
踊
り
を
披
露
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
遊
戯
〝
達
磨
こ
ろ
が
し
〞
に
興
じ
て
い
る
。
転
が
し
た
小
さ
な
ダ
ル
マ
の
目
が
舞
台
中
央
の
大
ダ
ル
マ
に
向
い

た
と
こ
ろ
、
手
足
が
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
出
て
き
て
踊
り
出
す
。
生
徒
の
父
兄
か
ら
、
少
女
た
ち
の
手
足
を
ム
キ
出
し
に
さ

れ
て
は
困
る
、
と
ク
レ
ー
ム
が
付
い
た
。
な
お
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
中
の
「
ダ
ン
ダ
ダ
ル
サ
ン
が
踊
り
出
す
」
と
い
う
歌
詞

は
、「
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
達
磨
さ
ん
は
、
だ
ん
だ
ん
誰
を
睨に

ら

む
」
が
正
し
い
。

　
三

　
そ
の
年
の
春
に
は
婦
人
子
供
博
覧
会
が
開
か
れ
た
の
で
、
ド
ン
ブ
ラ
コ
が
上
演
さ
れ
た
。
之こ

れ
が
又ま

た

子
供
達

の
見け

ん

物ぶ
つ

で
人
気
を
取
っ
た
。
こ
の
時
か
ら
始
め
て
ダ
ー
ク
チ
ェ
ン
ヂ
（
暗
転
）
が
利
用
さ
れ
て
、
鬼
が
島
が
そ
れ

に
よ
っ
て
場
面
の
変
化
を
見
せ
た
。
今
か
ら
見
る
と
馬
鹿
ら
し
い
や
う
な
も
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
大
道
具
は
白

鉢
巻
で
舞
台
の
忙
し
さ
を
感
じ
た
。

　
記
念
す
べ
き
第
一
回
公
演
の
お
伽
歌
劇
『
ド
ン
ブ
ラ
コ
』
で
あ
る
。
北
村
季す

え

晴は
る

作
詞
・
作
曲
、
物
語
は
桃
太
郎
が
雉4
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2 3 第

1
章

パ
ラ
ダ
イ
ス

劇
場
と

公
会
堂
劇
場

子4

山
拳
蔵
・
真
白
野
猿4

之
助
・
犬4

野
腕
三
郎
を
引
き
連
れ
て
鬼
退
治
に
行
く
と
い
う
お
馴
染
み
の
も
の
。
日
露
戦
争

（
一
九
〇
四
〜
一
九
〇
五
）
が
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
頃
（
一
九
一
二
）
の
作
品
と
は
言
え
、
鬼
が
島
で
ロ
シ
ア
正
教
の
聖
歌
を
思

わ
せ
る
コ
ー
ラ
ス
が
聴
こ
え
た
り
、
最
後
に
桃
太
郎
が
「
幸
に
首
尾
よ
く
大
任
を
果
す
事
の
出
来
ま
し
た
の
は
、
こ

れ
偏

ひ
と
え

に
御み

代よ

の
恵
み
（
略
）
帝
国
万
歳
！
」
と
言
っ
て
、
全
員
で
「
君
が
代
」
を
斉
唱
し
た
り
す
る
な
ど
、
ビ
ッ
ク
リ

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　
振
り
付
け
は
お
伽
作
家
の
高た

か

尾お

楓ふ
う

蔭い
ん

の
助
手
と
し
て
来
宝
し
、
宝
塚
少
女
歌
劇
の
日
本
物
の
礎
を
創
っ
た
久
松
一
声

（
一
八
七
四
〜
一
九
四
三
）。
久
松
は
『
浮
れ
達
磨
』
の
振
り
付
け
も
担
当
し
て
い
た
。

『
胡
蝶
』
は
ド
イ
ツ
出
身
チ
ェ
リ
ス
ト
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー
作
曲
の
歌
劇
『
胡
蝶
の
舞
』
に
基
づ

く
ダ
ン
ス
だ
っ
た
。
作
曲
は
数
多
く
の
軍
歌
や
鉄
道
唱
歌
を
作
っ
た
目め

賀が

田た

万ま

世せ

吉き
ち

と
い
う
記
録2

＊

も
あ
る
。
振
付
は
高

尾
楓
蔭
と
い
う
記
録3

＊

と
、
清し

水み
ず

谷だ
に

高
等
女
学
校
の
中
島
と
い
う
女
性
教
師
だ
っ
た
と
い
う
話4

＊

も
あ
る
。

　
音
楽
指
揮
は
東
京
音
楽
学
校
卒
で
前
出
・
安
藤
と
同
窓
だ
っ
た
高
木
和
夫
。
の
ち
に
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
五
月

か
ら
一
年
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
を
経
て
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
日
本
初
の
レ
ビ
ュ
ー
『
モ
ン
・
パ
リ
』
の
音
楽
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
は
一
人
で
ピ
ア
ノ
を
弾
き
、
舞
台
上
で
指
揮
も
し
た
。

　
三
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
《
婦
人
子
供
博
覧
会
》
と
あ
る
の
は
正
し
く
は
《
婚
礼
博
覧
会
》、
そ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
い
う
こ
と
で
、「
結
婚
マ
ー
チ
」
な
ど
少
女
ら
に
よ
る
管
弦
合
奏
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
《
婦
人
博
覧
会
》
は
こ
の

前
年
（
一
九
一
三
）
に
新
温
泉
パ
ラ
ダ
イ
ス
で
、
ま
た
こ
れ
と
は
別
に
《
山
林
こ
ど
も
博
覧
会
》
と
い
う
催
し
が
明
治
四

四
年
（
一
九
一
一
）
に
箕
面
動
物
園
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
管
弦
合
奏
の
時
、
生
徒
が
胸
か
ら
模
様
の
あ
る
振
袖
を
着
て
い
る
と
、
あ
ん
な
風4

ふ
う

儀4ぎ

の
よ
く
な
い
姿

4

4

4

4

4

4

を
さ
せ
ら
れ
て

は
、
と
ま
た
父
兄
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
入
っ
た
。
筆
者
は
同
時
代
の
人
間
で
は
な
い
し
、
着
物
の
流
儀
も
知
ら
な
い
の
で

何
が
良
く
な
い
の
か
皆
目
わ
か
ら
な
い
が
、
デ
ザ
イ
ン
が
派
手
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
袖
で
は
な
く
胸
に
柄が

ら

を
あ
し
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2 3 第

1
章

パ
ラ
ダ
イ
ス

劇
場
と

公
会
堂
劇
場

子4

山
拳
蔵
・
真
白
野
猿4

之
助
・
犬4

野
腕
三
郎
を
引
き
連
れ
て
鬼
退
治
に
行
く
と
い
う
お
馴
染
み
の
も
の
。
日
露
戦
争

（
一
九
〇
四
〜
一
九
〇
五
）
が
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
頃
（
一
九
一
二
）
の
作
品
と
は
言
え
、
鬼
が
島
で
ロ
シ
ア
正
教
の
聖
歌
を
思

わ
せ
る
コ
ー
ラ
ス
が
聴
こ
え
た
り
、
最
後
に
桃
太
郎
が
「
幸
に
首
尾
よ
く
大
任
を
果
す
事
の
出
来
ま
し
た
の
は
、
こ

れ
偏

ひ
と
え

に
御み

代よ

の
恵
み
（
略
）
帝
国
万
歳
！
」
と
言
っ
て
、
全
員
で
「
君
が
代
」
を
斉
唱
し
た
り
す
る
な
ど
、
ビ
ッ
ク
リ

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　
振
り
付
け
は
お
伽
作
家
の
高た

か

尾お

楓ふ
う

蔭い
ん

の
助
手
と
し
て
来
宝
し
、
宝
塚
少
女
歌
劇
の
日
本
物
の
礎
を
創
っ
た
久
松
一
声

（
一
八
七
四
〜
一
九
四
三
）。
久
松
は
『
浮
れ
達
磨
』
の
振
り
付
け
も
担
当
し
て
い
た
。

『
胡
蝶
』
は
ド
イ
ツ
出
身
チ
ェ
リ
ス
ト
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー
作
曲
の
歌
劇
『
胡
蝶
の
舞
』
に
基
づ

く
ダ
ン
ス
だ
っ
た
。
作
曲
は
数
多
く
の
軍
歌
や
鉄
道
唱
歌
を
作
っ
た
目め

賀が

田た

万ま

世せ

吉き
ち

と
い
う
記
録2

＊

も
あ
る
。
振
付
は
高

尾
楓
蔭
と
い
う
記
録3

＊

と
、
清し

水み
ず

谷だ
に

高
等
女
学
校
の
中
島
と
い
う
女
性
教
師
だ
っ
た
と
い
う
話4

＊

も
あ
る
。

　
音
楽
指
揮
は
東
京
音
楽
学
校
卒
で
前
出
・
安
藤
と
同
窓
だ
っ
た
高
木
和
夫
。
の
ち
に
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
五
月

か
ら
一
年
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
を
経
て
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
日
本
初
の
レ
ビ
ュ
ー
『
モ
ン
・
パ
リ
』
の
音
楽
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
は
一
人
で
ピ
ア
ノ
を
弾
き
、
舞
台
上
で
指
揮
も
し
た
。

　
三
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
《
婦
人
子
供
博
覧
会
》
と
あ
る
の
は
正
し
く
は
《
婚
礼
博
覧
会
》、
そ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
い
う
こ
と
で
、「
結
婚
マ
ー
チ
」
な
ど
少
女
ら
に
よ
る
管
弦
合
奏
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
《
婦
人
博
覧
会
》
は
こ
の

前
年
（
一
九
一
三
）
に
新
温
泉
パ
ラ
ダ
イ
ス
で
、
ま
た
こ
れ
と
は
別
に
《
山
林
こ
ど
も
博
覧
会
》
と
い
う
催
し
が
明
治
四

四
年
（
一
九
一
一
）
に
箕
面
動
物
園
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
管
弦
合
奏
の
時
、
生
徒
が
胸
か
ら
模
様
の
あ
る
振
袖
を
着
て
い
る
と
、
あ
ん
な
風4

ふ
う

儀4ぎ

の
よ
く
な
い
姿

4

4

4

4

4

4

を
さ
せ
ら
れ
て

は
、
と
ま
た
父
兄
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
入
っ
た
。
筆
者
は
同
時
代
の
人
間
で
は
な
い
し
、
着
物
の
流
儀
も
知
ら
な
い
の
で

何
が
良
く
な
い
の
か
皆
目
わ
か
ら
な
い
が
、
デ
ザ
イ
ン
が
派
手
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
袖
で
は
な
く
胸
に
柄が

ら

を
あ
し

集英社イ
ンタ ナ  194.0×1宝塚少女歌劇、はじまりの夢

仮 （ ）23

責了



2 4

ら
う
こ
と
自
体
が
N
G
な
の
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
一
般
の
良
家
の
娘
に
は
相ふ

さ
わ応

し
か
ら
ぬ
装
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
四

　
そ
の
次
は
浦
島
太
郎
が
上
演
さ
れ
、
始
め
て
（
マ
マ
）
歌
劇
団
の
創
作
が
生
れ
た
。
パ
ッ
ク
リ
パ
ッ
ク
リ
ツ
イ

ツ
イ
、
恁こ

ん
な
唄
が
見
物
の
子
供
達
に
も
記
憶
に
の
こ
っ
て
、
パ
ッ
ク
リ
を
見
に
ゆ
か
う
よ
、
な
ん
て
子
供
は

母
に
せ
が
ん
だ
。
今
の
雪
野
富
士
子
な
ん
か
も
小
さ
い
見け

ん

物ぶ
つ

の
仲
間
に
入
っ
て
、
パ
ッ
ク
リ
パ
ッ
ク
リ
ツ
イ
ツ

イ
を
よ
く
お
ぼ
え
込
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。

龍
宮
へ
行
く
太
郎
を
の
せ
た
亀
の
縄
が
よ
く
見
物
に
も
見
え
た
所
な
ど
は
御
愛
嬌
で
、
大
道
具
が
ヨ
イ
ヨ
イ

と
ば
か
り
に
そ
の
縄
を
引
た
く
っ
て
有あ

り

々あ
り

と
舞
台
裏
で
引
張
っ
て
ゐ
る
の
が
見
え
た
が
、
そ
れ
で
も
平
気
だ
っ

た
。

『
浦
島
太
郎
』
は
、『
ド
ン
ブ
ラ
コ
』
の
次
の
夏
季
公
演
の
演
目
で
あ
る
。『
ド
ン
ブ
ラ
コ
』『
浮
れ
達
磨
』『
胡
蝶
』
い

ず
れ
も
既
存
の
歌
劇
も
し
く
は
そ
の
ア
レ
ン
ジ
だ
っ
た
の
で
、『
浦
島
太
郎
』
は
初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
作
・
音
楽
は
安
藤
弘
。「
パ
ッ
ク
リ
パ
ッ
ク
リ
ツ
イ
ツ
イ
」
と
い
う
の
は
、
龍
宮
城
の
海
底
ダ
ン
ス
の
場
で
、

え
び
・
た
い
・
た
こ
・
ふ
ぐ
・
ひ
ら
め
・
さ
ば
・
と
び
う
お
・
お
こ
ぜ
等
の
踊
り
子
た
ち
が
踊
る
際
の
合
唱
に
出
て
く

る
合
い
の
手
の
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
で
も
S
P
レ
コ
ー
ド
の
音
源
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
確
か
に
印

象
的
な
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。

　
さ
て
実
際
に
舞
台
に
立
っ
て
い
た
少
女
た
ち
は
、
ど
ん
な
風
に
初
日
を
迎
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
ド
ン
ブ
ラ
コ
』
で
主
役
の
桃
太
郎
を
務
め
て
「
男
役
第
一
号
」
と
呼
ば
れ
、
退
団
後
は
声
楽
講
師
と
し
て
後
進
の
指

導
に
当
た
っ
た
高
峰
妙
子
（
一
八
九
九
〜
一
九
八
〇
）
と
い
う
生
徒
が
い
る
。

　
小
学
校
の
頃
か
ら
読
み
書
き
や
唱
歌
、
と
り
わ
け
朗
読
が
得
意
だ
っ
た
高
峰
は
、
女
子
師
範
学
校
に
入
学
す
る
は
ず
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2 5 第

1
章

パ
ラ
ダ
イ
ス

劇
場
と

公
会
堂
劇
場

だ
っ
た
が
、
警
察
官
だ
っ
た
父
の
友
人
の
勧
め
で
宝
塚
唱
歌
隊
に
加
わ
っ
た
。
歌
の
先
生
は
安
藤
千ち

笑え

。
表
記
は
違
う

が
、
安
藤
弘
夫
人
の
千
恵
子
の
こ
と
で
あ
る
。
夫
・
安
藤
と
同
じ
く
東
京
音
楽
学
校
出
身
で
、
日
本
初
の
国
際
的
オ
ペ

ラ
歌
手
・
三
浦
環
と
は
同
級
だ
っ
た
。
千
恵
子
の
兄
は
新
温
泉
の
経
営
に
携
わ
っ
て
い
た
。
高
峰
の
述
懐
を
辿
っ
て
み

よ
う
（
大
正
一
〇
年
一
一
月
号
「
思
ひ
出
の
ま
ま
に
」）。

　
│
千
笑
先
生
か
ら
最
初
は
主
に
ピ
ア
ノ
を
、
そ
し
て
声
楽
は
女
学
唱
歌
や
コ
ー
ル
ブ
ン
ゲ
ン
（
マ
マ
）
を
習
っ
た
。

弘
先
生
が
来
ら
れ
て
か
ら
は
、
お
伽
歌
劇
桃
太
郎
を
教
わ
っ
た
。「
む
か
し
む
か
し
そ
の
む
か
し
爺
さ
ま
と
婆
さ
ま
が

あ
っ
た
と
サ
」
と
歌
っ
た
時
は
、
思
わ
ず
吹
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。
三
か
月
余
り
で
桃
太
郎
の
生
い
立
ち
か
ら
鬼
が
島

征
伐
ま
で
殆
ん
ど
五
場
も
あ
る
歌
を
暗
記
し
た
が
、
楽
譜
が
よ
く
読
め
ず
苦
労
し
た
。
ピ
ア
ノ
も
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
も
セ0

ロ0

も
鉄
琴
も
や
っ
た
。

　
そ
の
う
ち
ダ
ン
ス
教
師
と
し
て
、
清
水
谷
高
女
の
体
操
教
師
の
中
島
先
生
が
来
ら
れ
、
い
よ
い
よ
忙
し
く
死
に
物
狂

い
で
勉
強
し
た
。
夜
中
に
桃
太
郎
の
「
木き

遣や
り

節ぶ
し

」
を
唄

っ
て
、
父
を
驚
か
し
た
。
兵
隊
の
マ
ネ
を
し
て
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
弓
を
折
っ
て
し
ま
い
、
高
木
先
生
か
ら
大
目

玉
を
い
た
だ
い
た
。「
桃
太
郎
」
の
時
は
、
宝
塚
の
芸

者
連
が
化
粧
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
初
舞
台
は
誰
も
彼

も
震
え
る
ば
か
り
で
、
何
を
歌
っ
た
や
ら
、
無
我
夢
中

だ
っ
た

│
。

　
新
歌
劇
場
と
観
客
の
「
お
粗
末
」

　
こ
う
し
て
産
声
を
上
げ
た
宝
塚
少
女
歌
劇
は
、《
婚

集英社イ
ンタ ナ  194.0×1宝塚少女歌劇、はじまりの夢

仮 （ ）25

責了

高峰妙子　大正9年『西遊記』の趙雲。



2 5 第

1
章

パ
ラ
ダ
イ
ス

劇
場
と

公
会
堂
劇
場

だ
っ
た
が
、
警
察
官
だ
っ
た
父
の
友
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た
。
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先
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は
安
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違
う
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安
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人
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子
の
こ
と
で
あ
る
。
夫
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安
藤
と
同
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く
東
京
音
楽
学
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身
で
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日
本
初
の
国
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的
オ
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・
三
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と
は
同
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だ
っ
た
。
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の
兄
は
新
温
泉
の
経
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に
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わ
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て
い
た
。
高
峰
の
述
懐
を
辿
っ
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み

よ
う
（
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正
一
〇
年
一
一
月
号
「
思
ひ
出
の
ま
ま
に
」）。

　
│
千
笑
先
生
か
ら
最
初
は
主
に
ピ
ア
ノ
を
、
そ
し
て
声
楽
は
女
学
唱
歌
や
コ
ー
ル
ブ
ン
ゲ
ン
（
マ
マ
）
を
習
っ
た
。

弘
先
生
が
来
ら
れ
て
か
ら
は
、
お
伽
歌
劇
桃
太
郎
を
教
わ
っ
た
。「
む
か
し
む
か
し
そ
の
む
か
し
爺
さ
ま
と
婆
さ
ま
が

あ
っ
た
と
サ
」
と
歌
っ
た
時
は
、
思
わ
ず
吹
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。
三
か
月
余
り
で
桃
太
郎
の
生
い
立
ち
か
ら
鬼
が
島

征
伐
ま
で
殆
ん
ど
五
場
も
あ
る
歌
を
暗
記
し
た
が
、
楽
譜
が
よ
く
読
め
ず
苦
労
し
た
。
ピ
ア
ノ
も
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
も
セ0

ロ0

も
鉄
琴
も
や
っ
た
。

　
そ
の
う
ち
ダ
ン
ス
教
師
と
し
て
、
清
水
谷
高
女
の
体
操
教
師
の
中
島
先
生
が
来
ら
れ
、
い
よ
い
よ
忙
し
く
死
に
物
狂

い
で
勉
強
し
た
。
夜
中
に
桃
太
郎
の
「
木き

遣や
り

節ぶ
し

」
を
唄

っ
て
、
父
を
驚
か
し
た
。
兵
隊
の
マ
ネ
を
し
て
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
弓
を
折
っ
て
し
ま
い
、
高
木
先
生
か
ら
大
目

玉
を
い
た
だ
い
た
。「
桃
太
郎
」
の
時
は
、
宝
塚
の
芸

者
連
が
化
粧
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
初
舞
台
は
誰
も
彼

も
震
え
る
ば
か
り
で
、
何
を
歌
っ
た
や
ら
、
無
我
夢
中

だ
っ
た

│
。

　
新
歌
劇
場
と
観
客
の
「
お
粗
末
」

　
こ
う
し
て
産
声
を
上
げ
た
宝
塚
少
女
歌
劇
は
、《
婚
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2 6

礼
博
覧
会
》
主
催
者
の
大
阪
毎
日
新
聞
の
紹
介
記
事
や
、
ま
た
無
料
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
四
月
一
日
の
初
日

か
ら
五
月
末
日
の
千
秋
楽
ま
で
連
日
満
員
の
賑
わ
い
を
見
せ
た
。
が
、
次
の
夏
季
公
演
「
パ
ッ
ク
リ
パ
ッ
ク
リ
」
の

『
浦
島
太
郎
』
か
ら
、
少
女
歌
劇
は
早
く
も
不
入
り
に
喘
ぎ
始
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
客
が
来
な
い
の
で
、
毎
日
開
演
時
間
に
な
る
と
、
新
温
泉
の
小
使
い
さ
ん
が
大
き
な
ベ
ル
を
提
げ
て
ガ
ラ
ン
ガ
ラ
ン

と
市
中
く
ま
な
く
振
っ
て
歩
い
た
が
見
物
人
は
来
な
い
。
や
む
な
く
事
務
所
か
ら
旅
館
や
料
理
店
に
電
話
を
し
て
、
客

を
寄
こ
し
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
た
り
、
女
中
さ
ん
で
も
子
供
で
も
何
で
も
構
わ
ぬ
か
ら
来
て
く
れ
と
懇
願
し
た
り
し

た
。
雨
の
日
は
見
物
人
が
五
〜
六
人
だ
け
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
（
前
出
「
宝
塚
ペ
ラ
ゴ
ア
読
本
（
五
）」）。

　
舞
台
の
登
場
人
物
は
た
い
て
い
一
〇
人
以
下
で
、
伴
奏
も
四
〜
五
人
ぐ
ら
い
、
伴
奏
は
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
だ

け
、
時
に
は
ピ
ア
ノ
だ
け
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
生
徒
が
交
代
で
演
奏
し
て
い
た
。
雨
の
日
な
ど
は
、

「
舞
台
の
人
と
見
物
人
と
ま
る
で
一
緒
に
な
っ
て
遊
ん
で
ゐ
る
様
」
だ
っ
た
と
い
う
（
大
正
一
〇
年
七
月
号
「
思
ひ
出
」
紅
娘
花
）。

客
席
の
後
部
で
は
、
小
さ
な
子
供
が
舞
台
の
生
徒
た
ち
の
振
り
付
け
に
合
わ
せ
て
、
一
緒
に
踊
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

た
。

　
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
の
重
役
会
議
で
は
パ
ラ
ダ
イ
ス
劇
場
廃
止
案
が
提
出
さ
れ
、
小
林
は
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
を
出
し

て
で
も
維
持
す
る
と
啖た

ん

呵か

を
切
っ
た
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
年
小
林
自
身
が
廃
止
論
は
全
く
存

在
し
な
か
っ
た
、
宣
伝
の
た
め
に
流
し
た
情
報
で
は
な
い
か
、
と
全
面
否
定
し
て
い
る5
＊

。

　
と
も
あ
れ
、
制
作
費
の
削
減
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
こ
の
時
期
の
演
目
に
は
、
慶
應
義
塾
在
学
中
に
故

郷
の
山
梨
日
日
新
聞
に
小
説
を
連
載
し
て
い
た
元
・
文
学
青
年
の
小
林
の
筆
に
よ
る
作
品
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い
る
。

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
正
月
の
少
女
歌
劇
の
公
演
は
小
林
の
『
兎
の
春
』
の
み
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
の
夏
季
公
演

は
五
作
品
中
四
作
品
ま
で
が
小
林
の
作
品
だ
っ
た
。

　
そ
ん
な
ガ
ラ
ガ
ラ
の
客
席
に
、
第
一
回
公
演
か
ら
欠
か
さ
ず
足
を
運
ん
で
い
た
の
は
「
西
洋
洗
濯
屋
の
職
工
」
と
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2 7 第

1
章

パ
ラ
ダ
イ
ス

劇
場
と

公
会
堂
劇
場

「
箕
面
の
某
真
言
寺
院
の
僧
侶
」
と
「
大
阪
師
団
の
歩
兵
軍
曹
」
の
三
人
だ
っ
た
と
青あ

お

柳や
ぎ

有ゆ
う

美び

は
記
し
て
い
る
。
そ
の

真
否
は
と
も
か
く
、「
高
声
低
声
」
の
常
連
投
稿
者
を
見
て
も
、
創
生
期
の
宝
塚
少
女
歌
劇
が
男
性
フ
ァ
ン
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
か
く
も
当
初
は
集
客
に
苦
労
し
て
い
た
少
女
歌
劇
だ
っ
た
が
、
大
阪
の
帝
国
座
や
神
戸
の
聚し

ゆ
う

楽ら
く

館か
ん

、
須
磨
の
住
友

別
邸
で
の
慈
善
歌
劇
会
や
依
頼
公
演
を
重
ね
る
う
ち
に
、
次
第
に
知
名
度
を
上
げ
て
い
く
。
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
は
、

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
六
月
一
八
日
に
大
阪
・
中
之
島
に
あ
っ
た
大
阪
ホ
テ
ル
で
、
東
洋
一
の
製
薬
会
社
と
謳う

た

わ
れ
た

星
製
薬
の
創
業
者
・
星ほ

し

一は
じ
め（

一
八
七
三
〜
一
九
五
一
）
の
宴
会
の
た
め
に
『
神か

楽ぐ
ら

狐ぎ
つ
ね』

を
上
演
し
て
い
る
。
星
一
は
S
F
作

家
・
星
新し

ん

一い
ち

（
一
九
二
六
〜
一
九
九
七
）
の
実
父
で
あ
る
。

　
一
日
あ
た
り
の
平
均
入
場
人
数
も
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
は
一
一
三
一
人
だ
っ
た
の
が
、
大
正
四
年
は
一
三
二

九
人
、
大
正
五
年
は
一
五
六
一
人
、
大
正
六
年
一
八
五
三
人
、
大
正
七
年
に
は
二
一
二
六
人
と
着
実
に
増
え
て
い
た

（
大
正
八
年
八
月
号
「
再
び
東
京
帝
国
劇
場
に
宝
塚
少
女
歌
劇
を
公
演
す
る
に
就
て
」
小
林
一
三
）。

　
そ
し
て
「
ま
え
が
き
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
五
月
つ
い
に
帝
国
劇
場
で
初
の
東
京
公
演
を

開
催
、
そ
の
帰
途
に
は
名
古
屋
の
御み

園そ
の

座ざ

、
京
都
の
岡
崎
公
会
堂
で
も
公
演
を
行
っ
た
。「
歌
劇
」
が
創
刊
さ
れ
た
の

も
、
こ
の
年
の
八
月
で
あ
る
。
少
女
歌
劇
を
観
る
た
め
に
押
し
寄
せ
た
人
々
で
小
さ
な
劇
場
は
穴
蔵
の
よ
う
に

4

4

4

4

4

4

蒸
し
暑

く
、
汗
臭
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
解
体
予
定
だ
っ
た
箕
面
駅
前
の
公
会
堂
を
移
築
し
、
大
正
八
年
（
一

九
一
九
）
三
月
新
た
に
開
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
小
林
は
大お

お

菊き
く

福ふ
く

左ざ

衛え

門も
ん

の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
新
歌
劇
場
、
通
称
〈
公
会
堂
劇
場
〉
の
開
場
に
当
た
っ
て
、
こ
ん
な
自
画

自
賛
の
一
文
を
寄
せ
て
い
る
。

（
新
築
歌
劇
場
は
）
パ
ラ
ダ
イ
ス
よ
り
は
気
分
が
晴は

れ

々ば
れ

す
る
ほ
ど
、
愉
快
に
、
広こ

う

闊か
つ

に
、
美
し
い
カ
ー
テ
ン
を
前
に
、
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章

パ
ラ
ダ
イ
ス

劇
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と

公
会
堂
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場

「
箕
面
の
某
真
言
寺
院
の
僧
侶
」
と
「
大
阪
師
団
の
歩
兵
軍
曹
」
の
三
人
だ
っ
た
と
青あ

お

柳や
ぎ

有ゆ
う

美び

は
記
し
て
い
る
。
そ
の

真
否
は
と
も
か
く
、「
高
声
低
声
」
の
常
連
投
稿
者
を
見
て
も
、
創
生
期
の
宝
塚
少
女
歌
劇
が
男
性
フ
ァ
ン
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
か
く
も
当
初
は
集
客
に
苦
労
し
て
い
た
少
女
歌
劇
だ
っ
た
が
、
大
阪
の
帝
国
座
や
神
戸
の
聚し

ゆ
う

楽ら
く

館か
ん

、
須
磨
の
住
友

別
邸
で
の
慈
善
歌
劇
会
や
依
頼
公
演
を
重
ね
る
う
ち
に
、
次
第
に
知
名
度
を
上
げ
て
い
く
。
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
は
、

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
六
月
一
八
日
に
大
阪
・
中
之
島
に
あ
っ
た
大
阪
ホ
テ
ル
で
、
東
洋
一
の
製
薬
会
社
と
謳う

た

わ
れ
た

星
製
薬
の
創
業
者
・
星ほ

し

一は
じ
め（

一
八
七
三
〜
一
九
五
一
）
の
宴
会
の
た
め
に
『
神か

楽ぐ
ら

狐ぎ
つ
ね』

を
上
演
し
て
い
る
。
星
一
は
S
F
作

家
・
星
新し

ん

一い
ち

（
一
九
二
六
〜
一
九
九
七
）
の
実
父
で
あ
る
。

　
一
日
あ
た
り
の
平
均
入
場
人
数
も
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
は
一
一
三
一
人
だ
っ
た
の
が
、
大
正
四
年
は
一
三
二

九
人
、
大
正
五
年
は
一
五
六
一
人
、
大
正
六
年
一
八
五
三
人
、
大
正
七
年
に
は
二
一
二
六
人
と
着
実
に
増
え
て
い
た

（
大
正
八
年
八
月
号
「
再
び
東
京
帝
国
劇
場
に
宝
塚
少
女
歌
劇
を
公
演
す
る
に
就
て
」
小
林
一
三
）。

　
そ
し
て
「
ま
え
が
き
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
五
月
つ
い
に
帝
国
劇
場
で
初
の
東
京
公
演
を

開
催
、
そ
の
帰
途
に
は
名
古
屋
の
御み

園そ
の

座ざ

、
京
都
の
岡
崎
公
会
堂
で
も
公
演
を
行
っ
た
。「
歌
劇
」
が
創
刊
さ
れ
た
の

も
、
こ
の
年
の
八
月
で
あ
る
。
少
女
歌
劇
を
観
る
た
め
に
押
し
寄
せ
た
人
々
で
小
さ
な
劇
場
は
穴
蔵
の
よ
う
に

4

4

4

4

4

4

蒸
し
暑

く
、
汗
臭
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
解
体
予
定
だ
っ
た
箕
面
駅
前
の
公
会
堂
を
移
築
し
、
大
正
八
年
（
一

九
一
九
）
三
月
新
た
に
開
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
小
林
は
大お

お

菊き
く

福ふ
く

左ざ

衛え

門も
ん

の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
新
歌
劇
場
、
通
称
〈
公
会
堂
劇
場
〉
の
開
場
に
当
た
っ
て
、
こ
ん
な
自
画

自
賛
の
一
文
を
寄
せ
て
い
る
。

（
新
築
歌
劇
場
は
）
パ
ラ
ダ
イ
ス
よ
り
は
気
分
が
晴は

れ

々ば
れ

す
る
ほ
ど
、
愉
快
に
、
広こ

う

闊か
つ

に
、
美
し
い
カ
ー
テ
ン
を
前
に
、
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2 8

何
と
も
言
へ
ぬ
、
歌
劇
気
分
に
ひ
た
さ
れ
る
や
う
に
嬉
し
く
思
ひ
ま
し
た
。

（
大
正
八
年
四
月
号
「
美
し
い
新
歌
劇
場
の
客
席
よ
り
」）

　
新
し
い
緞ど

ん

帳ち
よ
う

は
伊
東
胡
蝶
園
か
ら
の
寄
贈
だ
っ
た
。
伊
東
胡
蝶
園
は
化
粧
品
の
メ
ー
カ
ー
だ
が
、
東
京
公
演
の
実

施
に
尽
力
し
た
出
版
社
、
玄
文
社
の
親
会
社
で
あ
る
。
従
来
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
劇
場
に
比
べ
て
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
三
倍
に

な
り
、
二
〇
〇
〇
人
を
収
容
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
公
会
堂
劇
場
だ
っ
た
が
、
実
体
と
し
て
は
、

新
歌
劇
場
は
歌
劇
に
相ふ

さ
わ応

し
い
等な

ど

云
っ
て
居
る
も
の
も
あ
る
が
、
お
世
辞
は
止
め
に
せ
よ
。
窓
障
子
、
鶴つ

る

亀か
め

席

等
を
見
よ
。
下
品
な
る
安
物
芝
居
・
活
動
小
屋
に
異か

わ

ら
ぬ
。
歌
劇
気
分
で
も
あ
る
ま
い
。

（
大
正
八
年
八
月
号
）

　
幕ま

く

間あ
い

に
は
活
動
写
真
館
の
か
き
餅

4

4

4

売
り
の
よ
う
に
、
絵
葉
書
や
写
真
を
売
り
に
来
た
。
上
演
中
に
売
り
に
来
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
中
央
の
電
灯
の
粗
末
な
装
飾
が
全
体
を
貧
乏
く
さ
く
見
せ
、
広
い
観
客
席
に
電
灯
は
数
え
る
程
し
か
つ
い

て
い
な
い
。
逆
に
開
演
し
て
も
客
席
が
暗
く
な
ら
ず
、
四
方
か
ら
太
陽
光
が
入
っ
て
く
る
。
扇
風
機
が
五
〜
六
台
あ
る

に
は
あ
っ
た
が
、
あ
ま
り
役
に
立
っ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
ギ
ー
ギ
ー
と
う
る
さ
か
っ
た
。

　
い
っ
ぽ
う
舞
台
は
と
言
う
と
、
間
口
が
広
い
割
に
奥
行
き
が
浅
く
、
天
井
も
低
か
っ
た
。
舞
台
に
は
セ
リ
も
あ
っ
た

が
、
薄
汚
い
板
張
り
の
む
き
出
し
の
ま
ま
で
、
あ
ま
り
掃
除
も
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

私
は
歌
劇
を
見
る
た
び
に
一
番
イ
ヤ
な
心

こ
こ
ろ

持も
ち

が
す
る
こ
と
は
、
舞
台
の
上
で
綺
麗
な
顔
を
し
て
ゐ
る
少
女
達
の
、

足
の
裏
が
キ
タ
ナ
ク
、
黒
く
よ
ご
れ
て
誠
に
見
苦
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

（
大
正
八
年
一
一
月
号
）

舞
台
を
清
ら
か
に
し
て
欲
し
い
の
で
す
。
少
し
少
女
た
ち
が
激
し
く
演
じ
る
と
埃

ほ
こ
り

が
た
ち
、
為た

め

に
前
方
に
居
る
も
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2 9 第

1
章

パ
ラ
ダ
イ
ス

劇
場
と

公
会
堂
劇
場

の
は
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
大
正
九
年
一
月
号
）

『
ド
ン
ブ
ラ
コ
』
以
来
、
久
し
振
り
に
来
宝
し
た
と
い
う
児
童
文
学
者
の
巌い

わ

谷や

小さ
ざ

波な
み

（
一
八
七
〇
〜
一
九
三
三
）
も
、「
七
年

前
の
舞
台
と
は
全
く
場
所
が
変か

わ

っ
て
居
る
。
そ
れ
で
広
く
は
な
っ
た
様
だ
が
、
何
だ
か
そ
の
お
粗
末
さ
は
、
い
か
に

も
内
容
と
ふ
さ
は
ぬ
観か

ん

が
し
た
」（
大
正
一
〇
年
一
月
号
「
七
年
振
に
来
て
見
て
」）
と
書
い
て
い
る
。「
お
粗
末
」
と
い
う
言
葉

が
他
に
も
何
度
か
出
て
き
て
、
そ
れ
が
観
客
の
偽い

つ
わら

ざ
る
印
象
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

劇
場
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
観
客
の
マ
ナ
ー
も
た
い
が
い
の
も
ん

4

4

4

4

4

4

4

だ
っ
た
。

歌
劇
場
の
中
で
重
箱
や
折
を
開
い
て
、
傍あ

た

り
憚

は
ば
か

ら
ず
騒
ぎ
立
て
る
。

（
大
正
八
年
一
一
月
号
）

蜜
柑
の
皮
、
フ
ラ
イ
ピ
ン
ス
（
フ
ラ
イ
ビ
ー
ン
ズ
？
）
の
袋
、
折
箱
、
吸
殻
、
落ら

つ

花か

狼ろ
う

藉ぜ
き

、
見
苦
し
い
、
見
苦
し
い
。

（
大
正
九
年
三
月
号
）

湯
か
ら
出
て
歌
劇
場
に
入
る
と
、
一い

つ

杯ぱ
い

の
煙
草
の
煙
だ
。
楽
屋
の
方
か
ら
盛

さ
か
ん

に
青
い
燈
火
が
歌
劇
場
に
み
な
ぎ

っ
て
、
煙
の
中
に
観
客
が
出
も
や
ら
ず
行
き
も
や
ら
ず
し
て
ゐ
る
。

（
大
正
一
〇
年
五
月
号
）

二
階
の
人
は
成な

る
べ
く
下
へ
物
を
落
し
た
り
す
る
こ
と
を
止
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ひ
ど
い
の
に
成
る
と
、
ミ
カ

ン
の
皮
や
袋
の
し
が
み

4

4

4

粕か
す

を
下
へ
す
て
る
人
が
あ
り
ま
す
。

（
同
前
）

「
成
る
べ
く
」
で
は
な
く
て
「
絶
対
に
」
だ
ろ
!!

三
番
目
の
苦
情
に
よ
り
、
場
内
に
は
タ
バ
コ
の
煙
が
モ
ヤ
モ
ヤ
立

ち
込
め
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
禁
煙
の
表
示
も
あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
当
時
の
寄
席
や
芝
居
小
屋
で
は
こ
れ

が
普
通
の
光
景
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
階
正
面
席
で
の
喫
煙
飲
食
な
ど
不
行
儀
は
、
さ
す
が
に
演や

り
に
く
い
と

生
徒
た
ち
も
こ
ぼ
し
て
い
た
よ
う
だ
。
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2 9 第

1
章

パ
ラ
ダ
イ
ス

劇
場
と

公
会
堂
劇
場

の
は
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
大
正
九
年
一
月
号
）

『
ド
ン
ブ
ラ
コ
』
以
来
、
久
し
振
り
に
来
宝
し
た
と
い
う
児
童
文
学
者
の
巌い

わ

谷や

小さ
ざ

波な
み

（
一
八
七
〇
〜
一
九
三
三
）
も
、「
七
年

前
の
舞
台
と
は
全
く
場
所
が
変か

わ

っ
て
居
る
。
そ
れ
で
広
く
は
な
っ
た
様
だ
が
、
何
だ
か
そ
の
お
粗
末
さ
は
、
い
か
に

も
内
容
と
ふ
さ
は
ぬ
観か

ん

が
し
た
」（
大
正
一
〇
年
一
月
号
「
七
年
振
に
来
て
見
て
」）
と
書
い
て
い
る
。「
お
粗
末
」
と
い
う
言
葉

が
他
に
も
何
度
か
出
て
き
て
、
そ
れ
が
観
客
の
偽い

つ
わら

ざ
る
印
象
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

劇
場
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
観
客
の
マ
ナ
ー
も
た
い
が
い
の
も
ん

4

4

4

4

4

4

4

だ
っ
た
。

歌
劇
場
の
中
で
重
箱
や
折
を
開
い
て
、
傍あ

た

り
憚

は
ば
か

ら
ず
騒
ぎ
立
て
る
。

（
大
正
八
年
一
一
月
号
）

蜜
柑
の
皮
、
フ
ラ
イ
ピ
ン
ス
（
フ
ラ
イ
ビ
ー
ン
ズ
？
）
の
袋
、
折
箱
、
吸
殻
、
落ら

つ

花か

狼ろ
う

藉ぜ
き

、
見
苦
し
い
、
見
苦
し
い
。

（
大
正
九
年
三
月
号
）

湯
か
ら
出
て
歌
劇
場
に
入
る
と
、
一い

つ

杯ぱ
い

の
煙
草
の
煙
だ
。
楽
屋
の
方
か
ら
盛

さ
か
ん

に
青
い
燈
火
が
歌
劇
場
に
み
な
ぎ

っ
て
、
煙
の
中
に
観
客
が
出
も
や
ら
ず
行
き
も
や
ら
ず
し
て
ゐ
る
。

（
大
正
一
〇
年
五
月
号
）

二
階
の
人
は
成な

る
べ
く
下
へ
物
を
落
し
た
り
す
る
こ
と
を
止
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ひ
ど
い
の
に
成
る
と
、
ミ
カ

ン
の
皮
や
袋
の
し
が
み

4

4

4

粕か
す

を
下
へ
す
て
る
人
が
あ
り
ま
す
。

（
同
前
）

「
成
る
べ
く
」
で
は
な
く
て
「
絶
対
に
」
だ
ろ
!!

　
三
番
目
の
苦
情
に
よ
り
、
場
内
に
は
タ
バ
コ
の
煙
が
モ
ヤ
モ
ヤ
立

ち
込
め
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
禁
煙
の
表
示
も
あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
当
時
の
寄
席
や
芝
居
小
屋
で
は
こ
れ

が
普
通
の
光
景
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
階
正
面
席
で
の
喫
煙
飲
食
な
ど
不
行
儀
は
、
さ
す
が
に
演や

り
に
く
い
と

生
徒
た
ち
も
こ
ぼ
し
て
い
た
よ
う
だ
。
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